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32

日
本
画

日
本
画

美術作品
日  本  画

※審査員　箕輪　芳二 氏

　白川郷の遅い春、里に満開の山桜が咲き誇っている。山の峠には残雪、中腹は枯
木の林があり、一寸下では芽出しが始まっている。合掌造りが満開の桜で包まれ、
素晴らしい文化遺産として描かれている。

　全体を中間色でまと
め、中心に鳥一羽を大胆
に配している。鳥と黒い
太陽のバランスが力強く
効果的である。原野と雑
草の表現が斬新かつ繊細
で、茶褐色で描かれた魅
力に溢れる力作である。

合掌の里

黙

羽島市 青木　清

岐阜市 林　森次

　猫３匹の表現が豊かで
素晴らしく、力強さがあ
る｡基礎的な表現の中に斬
新さがあり、透明感溢れ
た意欲的な作品である。
発想もよい。

なごり雪の寒い日
海津市 多和田　一夫

優秀第一席

優秀第二席

優秀第三席
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岐阜市 井上　勝

今
に
生
き
る
古
塔
（
明
通
寺
）

恵那市 遠山　満子
春隣

大垣市 佐藤　美智子
アマリリス

土岐市 伊藤　銈子
厳冬の里

揖斐川町 渡邉　美代子
早春

大垣市 田井　紀志雄 岐阜市 川地　勲子

美
濃
国
分
寺

玉
垣
し
だ
れ
梅

優秀第四席 優秀第五席
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美術作品
洋　画

※審査員　吉田　正治 氏

　画面の構成が大きく、無駄な重なりもなく、よく考えられています。この場所を
よく知っておられること、大きな感動を受けられたことが表現の端々からとてもよ
く伝わってきます。テーマの選び方のヒントが多く詰まっているよい作品です。

かずら橋 笠松町 石原　美代子

優秀第一席

　何が描きたかったのかが見るも
のによく伝わってくる作品です。
花を描いて花一般になりがちです
が、作者はどこに心魅かれたかが
とてもよくわかります。まわりの
見てもらいたくない部分をうまく
省略していて、作者の意思がよく
表現されています。

花（コスモス）
大垣市 山口　治吉

一般的な外界を写生するのではな
く、作者の内面を表現した作品で
珍しいと思います。一つの行き方
です。つまり心象表現です。回想
らしい構成と色調はよいと思いま
す。作者の心がもう少し物語となっ
て描けるとよろしいかと思います。

回想
大垣市 吉川　トシ子

優秀第二席

優秀第三席

76
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洋
　画

海津市 田中　泰彦
白熊

大垣市 竹村　猛
伊吹山

大垣市 西田　久子
もみじ 工

　芸

美術作品
工　芸

※審査員　辻　喜久恵 氏　入山　千穂子 氏

　色、アイデア、音、そして愛を感じる作品です。新しい日の新しい朝の空気が伝わっ
て来て、暖かい心になれるとても良い作品です。

牧場の朝 大垣市 越路　幸也

優秀第一席

98
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工
　芸

工
　芸

　竹は切断の難しい素材で
すが、部位の質感を上手に
活かしています。各々の猫
たちの表情が楽しそうで、
バックミュージックの音と
リズムに乗って今にも踊り
たくなるような楽しい作品
です。

猫たちの楽しい演奏
各務原市 野倉　光春

　鹿の子の花が入るなど色
のバランスがとても良く、
一輪一輪が丁寧に作られて
おり、きれいな出来上がり
です。今にも咲きそうな蕾
や柔らかな葉の感じもいい
ですね。

バラ
恵那市 植田　美恵子

優秀第二席

優秀第三席

大垣市 佐藤　直人
夜色（淡墨桜）

多治見市 片山　妙子
年中行事（切り絵）

優秀第四席 優秀第五席

岐阜市
飯沼　杉夫

岐阜城

奨　励　賞 奨　励　賞

奨　励　賞

岐阜市
篠田　トモ子

鶴
（祝鶴、飛鶴ほか )

羽島市 番　幸子

おし絵飾り
（12ヵ月の四季尽くし）

1110
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　芸

工
　芸

1312

恵那市 前田　豊生
モミジアオイ

揖斐川町 小寺　二三子
タペストリー

大垣市 野原　多鶴子
追想（和紙工芸）

岐阜市 岩田　貞子
思い出の衣

岐阜市 寺口　敦子
幸福ふくろう

大垣市 長田　春美

赤のタペストリー
モザイク柄

岐阜市 西部　靖子
昔も今も（和）

大垣市 大橋　龍治
冠山流雪

岐阜市 後藤　康子

エコクラフトで作った
水玉模様のバッグ

奨　励　賞 奨　励　賞

大垣市
棚橋　隆幸

瓢箪の揺り籠

大垣市 矢代　由美子
花器と人形
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　芸

工
　芸

1514

大垣市 和田　智律子
パッチワーク

大垣市 桐山　淳
舞楽面「納曽利」

土岐市
中垣　明美

ブリザーブドフラワー 揖斐川町 花沢　和子
キルティング

揖斐川町 小西　勇
山の恵（鹿角等の工作）

笠松町 杉山　弘昭
みなと公園の桜（切手貼り絵）

羽島市 加藤　日出子
布のフラワー

多治見市 今川　春男
灯

笠松町 野々垣　美知子
北斎の富士山
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　書 　書

1716

美術作品
書

※審査員　安藤　秀川 氏

潯
陽
江
頭
夜
（
白
居
易
詩
）

中
津
川
市
　
　松
田
　龍
仙

大
垣
市
　
　河
合
　栄
雲

優
秀
第
一
席

　白
居
易
の
詩
を
五
行
に
表
現
し
、
各
行
の
潤
渇
、
文
字
の
大
小
な
ど
の

変
化
に
も
注
意
さ
れ
た
威
風
堂
々
た
る
白
眉
の
作
で
す
。

初
春
の　和

歌
一
首
を
加
工
紙
を
使
用
し
、
流
暢
な
線
で
変
幻
自
在

に
書
か
れ
た
雅
趣
豊
か
で
優
美
な
作
品
で
す
。

各
務
原
市
　
　大
里
　雅
教

七
言
二
句

七
言
二
句
を
王
鐸
調
で
墨
量
豊
か
に
大
胆
な
用
筆
で
一
気
呵

成
に
書
か
れ
た
力
作
で
す
。

優秀第二席 優秀第三席

中
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臺
　川
原
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神
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優秀第四席 優秀第五席
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市
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谷
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日
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海
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市
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萬
事
皆
如
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※審査員　安藤　茂喜 氏
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プで子供の笑顔も良かったです。
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羽島市
森　弘子

光彩

羽島市 野口　敏子
夜空に！

大垣市 田中　貞雄
黄金カシワ

中津川市 小川　勇
有難う

中津川市 熊澤　一郎
土砂降り

　バックからの撮影が効果的です。風
で上がった服の袖やわずかに上った靴
など今日は不漁だったと思わせる雰囲
気が出ていて良いと思います。

不漁の日
大垣市
清水　正之

　ちょっと太陽が画面の中
心に入りすぎた気がします
が、この情景はとてもきれ
いです。

洛陽
羽島市
奥田　輝子

優秀第二席

優秀第三席
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2322

笠松町 可児　弘吉
京都清水寺の夜景

神戸町 寺田　重美
水辺のモミジ

揖斐川町 伊藤　勝
ムーンライト　ロマン

中津川市 内木　鏸三
壁絵

中津川市 三浦　貢
まつり

恵那市 纐纈　稔
雨あがり

海津市 水野　勝雄
寒鮒漁解禁

恵那市 伊藤　春政
岩村城下町の夏祭り

海津市 山口　與志治
都会のオアシス

中津川市 田口　敏朗
残り柿

中津川市 今井　巳智夫
夜明けの塔 中津川市 嶋倉　鉦藏

蝸牛・幻想
かたつむり
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文
　芸

短
　歌

24 25

中
津
川
市
　
　今
井
　英
雄

優
秀
第
一
席　健

気
に
「
老
い
」
を
生
き
抜
こ
う
と
す
る
自
分
の
姿
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
、
し
か

も
具
体
的
に
読
ん
で
い
て
見
事
。「
カ
ー
」
の
乗
り
換
え
が
お
も
し
ろ
い
。

マ
イ
カ
ー
を
シ
ル
バ
ー
カ
ー
に
乗
り
換
え
て

　の
ろ
の
ろ
老
い
を
乗
り
越
え
て
行
く

文芸作品

短歌

俳句

川柳

※審査員　後藤　左右吉 氏
短歌
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大
根
を
引
け
ば
朝
露
は
ら
は
ら
と

　抜
け
た
る
穴
へ
落
ち
こ
ぼ
れ
ゆ
く

関

　市

　
　小

　石

　芳

　美

病
む
吾
の
手
を
引
く
夫つ
ま
の
指
太
し

　長
き
年
月
気
付
か
ぬ
事
よ

大
垣
市

　
　棚

　橋

　道

　子

薩
摩
義
士
異
国
の
川
に
果
て
た
さ
ま

　踊
り
の
中
に
無
念
が
あ
ふ
れ

大
垣
市

　
　安

　田

　良

　吉

人
老
い
て
子
供
に
か
え
る
あ
の
頃
の

　私
に
か
え
る
母
に
甘
え
た

大
垣
市

　
　佐

　竹

　三
千
雄

園
児
ら
と
手
を
と
り
合
わ
せ
輪
と
な
り
て

　敬
老
会
で
童
謡
唄
う

大
垣
市

　
　髙

　橋

　久

　子

か
す
か
な
る
古
し
へ
の
郷
伝
へ
た
る

　塚
碑
枯
れ
つ
も
皆
と
も
に
な
ほ

大
垣
市

　
　安

　田

　
　
　一

満
目
の
春
ひ
も
す
が
ら
無な
に

為も
せ
ず

　小
鳥
の
私
語
も
絶
え
て
久
し
き

大
垣
市

　
　落

　合

　守

　人

ホ
ー
ル
イ
ン
決
め
て
う
れ
し
げ
友
の
声

　我
も
負
け
じ
と
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

多
治
見
市

　柴

　田

　康

　子

石
だ
た
み
苔
む
す
道
の
琵
琶
峠

　タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
吾
は
仙
人

多
治
見
市

　水

　野

　美
代
子

山
よ
り
の
水
に
て
家
事
を
こ
な
し
た
る

　母
は
夜
毎
に
あ
か
ぎ
れ
手
当

関

　市

　
　土

　本

　ス
ゞ
子

秋
色
の
深
ま
る
野
畑
ひ
と
す
じ
の

　煙
た
な
び
き
夕
暮
れ
て
ゆ
く

関

　市

　
　近

　松

　壮

　一

ひ
こ
ば
え
の
稲
穂
も
実
り
頭こ
う
べ

垂
る

　茜
に
染
ま
り
和
し
て
揺
れ
ゐ
る

関

　市

　
　臼

　井

　八
十
美

両
陛
下
に
は
比
類
な
き
オ
ー
ラ
あ
り
し
と
ぞ

　園
遊
会
に
招
か
れ
し
娘
は

関

　市

　
　篠

　田

　郁

　子

贈
ら
れ
し
バ
ラ
の
花
束
抱
き
か
か
え

　妻
と
写
さ
れ
目
頭
熱
し

関

　市

　
　山

　田

　真

　詩

爆
風
の
と
ど
か
ぬ
外
の
外
に
居
て

　広
島
お
も
う
八
十
六
才

関

　市

　
　遠

　藤

　秀

　男

職
人
の
魂
籠こ

も
る
鉋か
ん
な

抱
き

　夫つ
ま
の
名
呼
び
て
号
泣
せ
し
と

中
津
川
市

　今

　井

　和

　子

気
の
付
け
ば
一
日
気
持
ち
塞ふ
さ

ぎ
居
り

　朝
娘こ

に
意
見
さ
れ
し
が
因い
ん

か

中
津
川
市

　岩

　木

　咲

　男

二
人
目
も
お
っ
ぱ
い
以
外
は
僕
の
役
と

　休
日
は
り
切
る
婿む
こ

殿ど
の

笑
顔
で

中
津
川
市

　片

　田

　百
合
子

い
つ
会
え
る
か
と
息
子
家
族
に
思
い
は
せ

　朴ほ
う

葉ば

寿ず

司し

作
り
て
今
日
も
送
り
ぬ

中
津
川
市

　中

　島

　さ
ち
子

亡
き
妻
が
植
え
育
て
く
れ
し
お
茶
摘
み
て

　今
日
の
審
査
も
優ゆ
う

と
報し
ら

せ
る

中
津
川
市

　三

　浦

　
　
　貢

お
隣
の
数
多
咲
き
継
ぐ
向
日
葵
に

　自
粛
疲
れ
の
刹
那
さ
忘
る

羽
島
市

　
　中

　川

　夕

　甫

幼
な
き
日
袋
に
竹
筒
忍
ば
せ
て

　蝗
穫
り
し
た
懐
か
し
き
日
々

羽
島
市

　
　水

　谷

　廣

　子

嫁
ぎ
来
て
小ち

さ
く
控
え
し
吾わ
れ

が
今

　こ
の
家や

に
ひ
と
り
主あ
る
じ

と
な
り
ぬ

美
濃
加
茂
市

　中

　島

　壽
美
子

趣
味
の
会
中
止
の
沙
汰
に
気
落
ち
す
る

　先
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
三
密

神
戸
町

　
　加

　藤

　つ
や
子

優

　秀

第
四
席

　

優

　秀

第
五
席

　

優
秀
第
三
席

中
津
川
市

　中
島

　小
夜
子

　作
者
の
住
ま
い
、
仲
間
た
ち
の
共
通
の
悩
み
や
苦
労
が
あ
り
あ
り
と
見
え
て

く
る
。「
常
会
」
な
ど
と
い
う
言
葉
が
ま
だ
使
わ
れ
て
い
る
地
域
な
の
だ
。

猪
と
猿
の
被
害
を
ひ
と
し
き
り

　語
り
て
始
ま
る
こ
の
夜よ

の
常じ
ょ
う

会か
い

優
秀
第
二
席

中
津
川
市

　田
口

　享
子

　土
を
愛
し
、土
に
生
き
て
き
た
人
生
。
簡
単
に
畑
仕
事
は
や
め
ら
れ
な
い
の
だ
。

白
菜
の
畝
を
ま
た
作
っ
て
い
る
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。

畑は
た

仕じ

舞ま
い

の
想
い
も
よ
ぎ
り
し
猛
暑
日
の

　過
ぎ
れ
ば
白
菜
の
畝う
ね

作
り
い
る

短
　歌

短
　歌
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俳
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優
秀
第
三
席

多
治
見
市

　伊
藤

　千
代
子

　も
う
そ
ろ
そ
ろ
買
い
替
え
た
ら
と
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、
捨
て
切
れ
な
い
も
の
は
捨
て
切

れ
な
い
の
で
あ
る
。
二
人
の
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　ど
ち
ら
が
先
に
逝
く
か
は
知
れ
な
い
け
れ
ど
、
あ
の
世
で
も
二
人
で
被
り
歩
き
た
い
ほ
ど

の
愛
着
。
ふ
た
り
の
汗
が
、
ふ
た
り
の
心
が
い
っ
ぱ
い
詰
っ
て
い
る
夏
帽
子
。

捨
て
切
れ
ぬ
夫
と
揃
ひ
の
夏
帽
子

大
垣
市

　
　早
崎

　美
弥
子

　も
と
も
と
音
痴
な
私
。
こ
の
年
で
初
め
て
習
っ
た
ピ
ア
ニ
カ
と
い
う
楽
器
、
吹
く
に
は
そ

れ
な
り
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
あ
っ
て
む
つ
か
し
い
。
そ
れ
で
も
〝
ド
レ
ミ
〞
と
吹
け
た
だ
け
で

も
大
き
な
進
歩
。
楽
し
い
道
具
に
夢
中
に
な
れ
る
の
も
う
れ
し
い
日
課
。
い
ず
れ
し
っ
か
り
、

チ
ュ
ウ
リ
ッ
プ
の
歌
で
も
吹
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
お
披
露
目
し
た
い
で
す
。

ド
レ
ミ
だ
け
吹
け
た
ピ
ア
ニ
カ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

優
秀
第
二
席

※審査員　田中　青志 氏
俳句

中
津
川
市
　
　今
井
　英
雄

優
秀
第
一
席　「山

路
を
登
り
な
が
ら
、
こ
う
考
え
た
。
智
に
働
け
ば
角
が
立
つ
。
情
に
棹
さ

せ
ば
流
さ
れ
る
。
意
地
を
通
せ
ば
窮
屈
だ
。
と
か
く
に
人
の
世
は
住
み
に
く
い
。」

は
ご
存
知
、漱
石
「
草
枕
」
の
一
節
、昔
は
何
か
と
ぎ
す
ぎ
す
角
を
立
て
た
も
の
。

若
気
の
至
り
と
は
言
う
も
の
の
、
今
思
え
ば
汗
顔
の
至
り
で
あ
る
。
も
う
で
か
き

夢
は
な
け
れ
ど
秋
の
空
、
そ
れ
は
そ
れ
は
遠
い
遠
い
昔
の
物
語
な
の
で
あ
る
。

年
重
ね
取
れ
た
る
角か
ど

や
秋
の
空
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。
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試
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に
た
つ
妻
の
笑
顔
や
夏
木
立

大
垣
市
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　正

　衛
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丈
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滝
一
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に
と
ゞ
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け
り

大
垣
市
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　よ
し
子

心
ふ
さ
ぐ
華
や
ぐ
春
に
黒
き
羊

大
垣
市
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　村

　勝

　子

外
燈
が
や
さ
し
く
包
む
夏
落
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多
治
見
市

　森
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優

　秀

第
四
席
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五
席
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岐
阜
市
　
　弓
桁
　英
二

優
秀
第
一
席　大

工
さ
ん
に
訊
く
と
、
釘
を
打
つ
と
き
は
少
々
斜
め
に
打
つ
の
は
常
識
だ
そ
う

で
す
。
材
木
の
乾
燥
な
ど
で
抜
け
易
く
な
る
か
ら
で
す
。
さ
て
、
冗
談
の
釘
は
、

ま
と
も
に
打
つ
と
笑
っ
て
お
仕
舞
い
で
す
。少
量
の
ワ
サ
ビ
か
芥
子
を
加
え
る
と
、

次
か
ら
私
を
見
る
目
が
活
き
て
き
ま
す
。喜
寿
を
過
ぎ
た
今
で
も
利
い
て
い
ま
す
。

冗
談
の
釘
が
斜
め
に
利
い
て
い
る

大
垣
市
　
　奥
田
　義
明

　「判
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
。
新
型
ウ
イ
ル
ス

の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
だ
け
で
二
週
間
閉
じ
込
め
ら
れ
る
の
で
す
。私
の
場
合
は
、

熱
っ
ぽ
い
と
い
う
だ
け
で
五
日
間
の
書
斎
暮
ら
し
で
し
た
。
幸
い
、
ト
イ
レ
も
水

も
あ
る
部
屋
で
し
た
が
、
食
事
は
ド
ア
の
と
こ
ろ
ま
で
で
、
ほ
ん
に
座
敷
牢
状
態

で
し
た
。
コ
ロ
ナ
は
関
係
な
し
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
罪
も
な
い
の
に
座
敷
牢

岐
阜
市
　
　可
知
　百
合
子

　ひ
ょ
っ
と
し
て
、
安
倍
総
理
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
　私
は
そ
う
で
は
な
い
と

受
け
取
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
形
で
あ
れ
、
組
織
と
い
う
し
が
ら
み
の
中
で
頂
点
を

極
め
る
と
、
次
に
来
る
の
は
解
任
で
す
。
お
の
ず
か
ら
解
こ
う
が
、
解
か
れ
よ
う

が
は
問
い
ま
せ
ん
。
句
の
作
者
に
は
「
第
二
幕
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
な
い

人
は
残
念
な
が
ら
、
余
生
は
惚
け
る
だ
け
で
す
ゾ
。

頂
点
を
極
め
い
よ
い
よ
第
二
幕

※審査員　武山　博 氏
川柳

優
秀
第
二
席

優
秀
第
三
席
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生
日
回
転
ず
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で
皿
の
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加
茂
市
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添
い
寝
し
た
孫
は
社
会
に
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り
立
ち

可
児
市
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傷
心
で
母
の
耳
打
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く
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岐
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垣
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大
垣
市

　
　子

　安

　寛

　朗

小
春
日
の
車
椅
子
押
す
老は

母は

笑
顔

関

　市
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　川

　一

　秋

ク
ラ
ス
会
初
恋
美
人
米
寿
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関

　市
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こ
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を
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か
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結
ぶ
し
つ
け
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中
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川
市

　橘
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は
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ほ
ど
の
青
空
梅
雨
上
が
る

中
津
川
市
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　要

高
齢
の
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を
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話
口

中
津
川
市

　和

　田

　冨

　郎

岩
手
県
、
空
気
と
水
を
ボ
ト
ル
売
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可
児
市

　
　木

　田

　圭

　吾

次
何
処
へ
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イ
レ
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に
な
る
バ
ス
旅
行

可
児
市
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　田

　敦

　雄

ゴ
ロ
カ
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ー
ン
響
く
歓
声
跳
び
捕
球

可
児
市

　
　淺

　野

　正

　昭

投
句
し
て
夢
の
果
て
な
い
余
生
と
す

神
戸
町

　

  

高

　岡

　
　
　勉

長
雨
に
仏
書
楽
し
む
夏
座
敷

神
戸
町

　
　傍

　嶋

　須
和
子

優

　秀

第
四
席

　

優

　秀

第
五
席

　

川
　柳
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